
Ⅱ 指 導 上 の 参 考 事 項

肉 用  牛

1 .放 牧 肉用牛の離乳時 の発育 とその後 の産肉性 について

1・背景と特徴

放牧子牛の発育が合飼子牛にくらべて遅延じ市場評価を低くしていることが大きな問題となつて

いる。離乳時の発育程度と究極の生産目的である産肉性について若子の知見を得たので参考に供す

る。                                          ｀

ゑ 技 術の内容                               ・

(1輝体は離乳時体重 B種 165降 、 N穂 190降 の発育が良 く、離乳時体重 D種 190鴫 、 N種

210峰 の牛 より25～ 20降 多く増体 した。

(2)離乳時体重 B種 140焔 、 N種 17o駒 の肥育期間の日増体霊 は離乳時体重 B種 190Kク N種

210し の牛とほほ同じであつた。

(3)肥育前期において離乳時体重め低い牛に代償発育の傾向がみ られるが肥育後期ではB種 140降

N種 170均 の牛が、 B程 1 9 0KβN種 210降 の牛に比べ日増体畳、銅料要求率か劣る傾向がみ

られる。

(4)梅乳時の体重が特に低い牛は居殺体重の通期は早いと推察される。

(5)l駒増体当りの飼料費は離乳時体童の低い牛は安くなつている。

(6)UE育期間の平均日増体量は離乳時の発育より分焼時の発育に正の相関がみられる

こ 普 及上の留意点

(llLの成績はB種 500聯 N種 600町 までの肥育でありB種 の屠殺時体重を大きくすると雄乳 ,

時体重 140降 の牛の成績が悪 くなるものと推祭される。

(2)漢厚飼料、ヘイキユープは時間制限飽食での成績である。

(3)試験牛は各品種とも父親が同じ半兄弟である                             !

(4)試験牛は '～ 4月に生れ、5月から難乳時まで放牧 し、 2～ 3カ 月令に除角 し、去勢したもの       |

である。                                                    |

1生 試 験成績の城要

(1)試験課題名

山地にかける肉用牛の集団育成技術                                 |

(2)試験年次および場所

48年 ～外山分場。肉午部
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(3)試験方法

雄乳時体重 (7カ 月令 )を黒毛和種A区 188移 B区 162降 C区 140駒 。日本短角寝A区ア

208峰 B区 189均 0区 17憶夕1垂 ヘレフオード穂A区 183降 B区 151K夕 を設け、と殺目

標体重は、B・ H種 500K夕 N穫 600聯 とした。

(4)試験結果

①離乳後 1年間の増体量はA区に比較しB tt B区2a5駒 、 C区 l a5降 、N tt B区249降 、

C区 11.9均 Htt a 7し多く増体じ代償発育の傾向がみられる

の5E育期間の平均日増体畳に有意差は認められなかつたが,・ N種 ともB区の発育が優れ、C区

はA区 とほほ同じてうつたo

③湊厚飼料の摂取豊はB・ N種 ともB区が少なく、A区 とC区はほほ等しかつた。またlK夕増体

に要したTDN岳 はB区 <C区 <A区 であつた。

④B種 では肥育期間の平均日増体量と生時の体高、坐骨巾、分焼時の母牛の体高に重相係数R干

t  a70な
たN程 では生時の体高、暖骨巾、分娩時の母牛の体高にR=Q60の 比較的高い数値を得た

⑤生産に回つたニネルギーの効率は品種差(Hと B)がみられ試験区分ではB程にパラツキがみ

られた。

③口Tス芯の晴肪交雑は各晶種ともA区が優れる傾向がみられ格付においても同様であつた。

また ロース芯の脂防変雑とロース志の水分抽出性脂肪に高い相関がみ らら争■ 。    ,`

& 主 要成果の具体的データー

表 1 暗 体成績歩よび飼料の摂取量 (K夕)
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表 2 屠 体成絞および肉質

脂育度指導 冷居体重 板肉歩留
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表 3 飼 料の効率
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表 4 飼 料お よび飼料費の比較
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離 乳 時 生 時 分 魂 時 母
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表 5 離 乳 1年 後の体重、増体量と離乳時、生時の発育の相関

2  放 牧 肉用牛の体格部位の測定値 と体重 の推定について (生 時 ～離乳時 ｀

1.背 景 と特徴

肉用牛の飼奏において、体重を把握 してかくことは重要なことである。

しかしながら、小規模な経営において、牛衡器を備えることは困難であり、体各部位の測定

・
 値 より体重の推定式を得たので参考に資する

各 技 枝の内容

(1)離乳体重 (55浄 ～240降 )

① 黒 毛和種の場合は和牛用体重推定尺 (胸囲 )の値にほほ等しい

, ② 日本短角種、ヘレフオード種は、和牛用推定尺 (胸囲 )の値に5～ 10賂 をプラスする。

(2)生時体重 (148降 ～447峰 )

① 体 重は胸囲との相関は高く、胸囲働 と体重0よ リー次回帰式を求めた。

B6 Y-41,9+1.01X

?  Y=-3ユ 1+ Q86X

N6 Y=す 3は2+ Q98X

9  Y=-24.2+ Q79x

よ 6  Y=-327+ Q93x

や  Y―-281+ 085x

r = Q 8 9

r = Q 8 3

r = l 1 8 3

r =こ Q 8 0

r = Q 8 4

r  t t  d G  9

6 0 < X < 7 7

585<x<71

6 2 < X < 8 1

665<X<80

665<X<80

6 5 < X く 7 & 5

② 体 まぬと暖角巾は1)R沖 はり的囲(X3)より、重回帰式を求めた

B tt Y=〒 4&4+Q96 xl十 Q63x2+Q69x3  よ 二aョ9
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